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第５回大川フォーラム開催にあたって

　第５回となる今回のフォーラムはテーマを「活用プロジェクト・第２ステージへの展開を探る」と

しました。

　大川の取り組みは平成２２年に始まります。大川に繁茂する水草を見かねまして自治会や守山市の

職員の有志が除去に取り組んだことに始まります。翌２３年には大学の社会貢献や地域研究に取り組

んでおられた京都大学東南アジア研究所、滋賀県で唯一文部科学省のスーパーサイエンスハイスクー

ルに選定されて研究フィールドを探しておられた立命館守山高校、河川管理者である守山市、そして

地元美崎自治会の４者が「大川活用プロジェクト」を組織することになります。

　プロジェクトでは結成早々に取り組み方針として「大川等整備の基本的考え方」を策定しました。

大川の水質等の改善、河川敷や沿川の環境整備、オープンミュージアム構想の推進、周辺施設や企業

との連携などがその内容です。以来５年を経過する中で必ずしも十分ではありませんがこれら方針に

ついて一定の成果が見えてきました。大川再生ゾーンとした大川上流部の整備は進み、沿川にはハナ

ミズキの植樹を進めました。立命館高校には大川を活用いただいて様々な調査・研究を進めていただ

いております。夏休み大川自由研究室も３回の実績を重ねました。無論、多くの取り組み課題が残っ

ていますが、最重要課題の水質改善については守山市で種々検討いただいているなど対策の具体化が

方向付けられる段階になってきました。

　一方、守山市においては市北部地域の活性化の手立ての一つとして大川河口部に親水性デッキの整

備を計画されその利活用について周辺企業や地域の関係の皆さんも交えた議論がなされていること、

また新川の河畔林の利活用について県立大学環境科学部環境建築デザイン学科の学生の皆さんによる

研究が進められていること、さらには学区内でも地球市民の森での不断桜の植樹活動や美崎公園の活

性化など新しい状況も生まれてきました。

　こうしたことから、今回のフォーラムは「大川活用プロジェクト・第２ステージへの展開を探る」

をテーマとして、ご参加いただいた皆さんも含め多くの方からご提言をいただきながら次の一歩を探

る機会としました。

　大川活用プロジェクトは、学・教・行・地のメンバーが協働し、多様な関係者の参画を得ながら地

域の課題、さらには地域創造に取り組むという他に例のみない活動です。プロジェクトの取り組みに

ご理解・ご支援をお願いします

大川活用プロジェクト　美崎自治会　伊藤潔
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第一部　活動報告　（1）「夏休み大川自由研究室」の報告
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「夏休み大川自由研究室」の報告
大川自然博物館研究会代表
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第一部　活動報告　（1）「夏休み大川自由研究室」の報告

今回は受付時に各学年毎に均等になる様、赤・黄・緑色の名札を配布しそれに名前をそれぞれに書いてもらいました。
この名札の色分けについては、後ほど利用される事になります。
また、この研究室への参加記念とし、缶バッチを手渡しました。
オープニングセレモニーでは、今回体験学習に対しての予備知識をパネルを掲示、解りやすく説明しました。
これにより、子ども達がそれぞれの体験学習で、より理解出来たと思います。
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5

５・６年生グループの琵琶湖での漁業体験学習では、琵琶湖で伝統のエリ漁を体験する事が出来ました。
みんな貴重な体験に興味深く・熱心に取り組んでいました。
また、獲れた魚がほとんど外来種で改めて認識したようでした。

昔からの魚を獲る仕掛けの種類に興味を持った様だ。
濁った大川に意外に多くの魚・エビがいた事に驚いていた。
外来種のカメ（ミシシッピィアカミミガメ）の多さにも大変驚いたようだ。
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第一部　活動報告　（1）「夏休み大川自由研究室」の報告

今年もずいぶん前から用意をしてくれた、竹のオモチャで暫し遊びました。竹トンボなどは前回よりはるかに上手に飛ばして
いました
今日獲った魚・エビや、水槽に用意してあった魚など目を輝かして触っていました。
水鉄砲は小さな子ども達に大変人気でした。

野菜の収穫そのものが楽しかった様だ。
みんな、野菜の多さ、スーパーではまず見れないその大きさにも驚いていた。
帰りは、レジ袋の野菜の重さに耐えながら元気に歩いていました。
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やはり、流しソーメンはみんなが一番楽しみにしていた様で、竹樋に群がっていました。
今年もソーメンが一時、間に合わない程大人気でした。
そのほか、湖魚の料理も短時間で無くなる程評判が良かった。
小さい子ども達は自治館内で卓上流しソーメン機で楽しみました。
また、夏野菜カレーもあり昼食タイムは満足していました。

昼食後は自治会館二階で座学、これも大変人気の海外の文化を学びます。
今年は、ミャンマーとブータンの人達から、挨拶の仕方やダンスを教えてもらいました。
みんな、楽しそうに一生懸命踊っていました。
また、ミャンマーのお菓子（ライスケーキ等）も頂きました。
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第一部　活動報告　（1）「夏休み大川自由研究室」の報告

今日の研究室のまとめです、まず各自それぞれが体験した事で、今日参加出来なかったお友達に教えてあげたい事や、大川や
琵琶湖また美崎地区の未来について書いてもらいました。
その後、朝受付時にもらった名札の色（赤・黄・緑）でグループに分れ５・６年生を中心にまとめます。
代表者がそれを発表してもらいました、アンケート結果や発表の内容は子ども達の視線でストレートで素直で、また鋭い観察
力に関心しました。
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福岡  紗英　さん　�
�
��  ��　さん�

「夏休み大川自由研究室」に参加した感想
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第一部　活動報告　（2）大川の現状とヘドロの肥料化

大川の現状とヘドロの肥料化
立命館守山高等学校 Sci-Tech 部

これから、大川の現状とヘドロの肥料化についての
報告をはじめます。
今回は、水質とプランクトンの面から大川の現状に
ついて、また、大川の川底にたまっているヘドロの
肥料化について報告します。

まず、大川の現状について報告します。

私たちは、この 3 地点で調査を行いました。
琵琶湖に近い方から、下流、上流、源流とし、各地
点で水環境について調査を行っています。
今回は昨年秋の 2015 年 10 月 17 日と、今年冬の
2016 年 1 月 9 日の調査について報告します。
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では、水質調査の結果です。

最初に、溶存酸素についてです。
溶存酸素とは水中に溶けている酸素の量を表しま
す。
青色のグラフが昨年秋のもので、オレンジ色のグラ
フが今年冬のものです。
2014 年 2 月のデータが 8.5mg/L だったことと比
較すると改善されていると言えそうです。
なお、基準値はアユが住める溶存酸素量の目安で、
それよりも多くなっています。

ただし、昨年秋の上流の値が極端に低かったのです
が、他のデータとの検証により、還元的な環境であっ
たことが分かっているので、間違った値ではないと
考えられます。秋ではこのような状態が見られるの
で大きな課題と考えられます。

次に、COD についてです。
COD とは化学的酸素要求量といい、COD の値が
高いと水中の有機物の量が多く、水質はよくないと
いえます。
グラフは先ほどと同様に青色が昨年秋、オレンジ色
が今年冬のものです。
昨年秋の値より今年冬の値の方が減少していること
が見て取れます。
なお黄色の基準値はアユが住める目安となる COD
の値で、冬ではそれを下回っている地点が多くなっ
ています。
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第一部　活動報告　（2）大川の現状とヘドロの肥料化

他に、富栄養化の原因になる、リン酸態リン、アン
モニウム態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素につい
ても調査したので報告します。
上のグラフが昨年 10 月のもので、下のグラフが今
年 1 月のものです。
また、源流、上流、下流をそれぞれ青、赤、緑で表
しています。
今年の 1 月にリン酸態リンは検出されませんでし
た。
硝酸態窒素については 5 倍程度増加しているように
見えますが、一般的な河川の基準値から見るとそれ
ほど問題のある値ではありません。

最後に、水質調査のまとめです。
溶存酸素は 2014 年の値と比較すると上昇傾向にあ
り、COD については減少傾向にあるので、全体的
に改善傾向にあるのではないかと考えられます。た
だし、上流の溶存酸素は時期によって極端に少なく
なることがあり、要注意です。
また、その他のイオンについても、冬季に増加して
いるように見えるものもありますが、一般的な基準
から考えると、それほど問題視する必要はないと考
えられます。
今後も定期的に調査していく方針です。

次はプランクトンです。
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生物たちは食う・食われるという「食物連鎖」とい
う関係でつながりあっています。
その関係の根底を担うのがいわゆるプランクトン
で、プランクトンの多様性がその場所の生態系の多
様さに大きな影響を及ぼすのでプランクトンを調査
することは非常に重要です。

プランクトンは植物プランクトンと動物プランクト
ンに区別できます。動物プランクトンは植物プラン
クトンを食べて生育するので、植物プランクトンの
ほうが動物プランクトンの量より多いのが理想の形
です。今回の調査ではさらに詳しく、植物プランク
トンを「藍藻」「珪藻」「鞭毛藻」「緑藻」、動物プラ
ンクトンを「原生動物」「ワムシ」「節足動物」に分
けました。

では実際にどのようなプランクトンがいたのかを
説明していきます。２０１５年の１０月１７日、
２０１６年１月９日の２回、採集を行いました。藍
藻ではオシラトリア、珪藻ではフルスツリア、緑藻
ではクンショウモ、アオミドロ、ユードリナ等が見
られました。
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第一部　活動報告　（2）大川の現状とヘドロの肥料化

ワムシではドロワムシやハネウデワムシ、節足動物
ではゾウミジンコ、ケンミジンコ、ケンミジンコの
幼生であるノープリウス幼生が見られました。鞭毛
藻、原生動物はあまり見られませんでした。

２回の調査で見られたプランクトンの比率をまとめ
てみました。植物プランクトンは緑色、動物プラン
クトンはオレンジ色、黄色でまとめました。まずは
上段の去年１０月のデータを説明します。源流では
植物プランクトン占める割合が多いですが、上流、
下流、全体を見てみると、動物プランクトンの占め
る割合のほうが多いです。さっき言ったように植物
プランクトンの多い方が理想なので１０月の時点で
は生態系が不安定だったことがわかります。一方下
段の今年１月のデータを見てみると、すべての地点
において植物プランクトンの量が多いことがわかり
ます。この植物プランクトンの正体は「珪藻」なの
ですが、
珪藻は冬季から春季にかけて繁殖する傾向があるの
でこの傾向に当てはまっていると考えられていま
す。夏に多く見られた動物プランクトン厳密にいう
と「ゾウミジンコ」「ハネウデワムシ」が秋に大量
発生し、１月の調査ではほとんど見られなくなった
のはまだ理由はわかりません。

２回の調査を比べてみると、動物プランクトンの種
数は減り、植物プランクトンの種数は増え、全体の
種数は減りました。
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個体数で見ると、これも動物プランクトンの個体数
は減り、植物プランクトンの個体数は増えました。
全体の個体数は冬のほうが多かったです。
今回調査した２回は季節も違うので、今後の傾向を
見ていきたいと思います。

次にヘドロの肥料化実験について発表します。
昨年度の発表で、ヘドロが大川の水質の悪化の主な
原因と考えられるので、それを有効活用するために
肥料として使えないかと提案しました。
それについて、報告します。

では実際にどのようなプランクトンがいたのかを
説明していきます。２０１５年の１０月１７日、
２０１６年１月９日の２回、採集を行いました。藍
藻ではオシラトリア、珪藻ではフルスツリア、緑藻
ではクンショウモ、アオミドロ、ユードリナ等が見
られました。
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実験手順は
まず、採取したヘドロを乾燥させ、焼き固めます。
上の写真は右がヘドロを乾燥させたもの、左がヘド
ロを乾燥させて焼き固めたものです。
次にそれぞれのヘドロを１０グラムを粉々にし、
４９０ml の水が入ったビーカーにそれぞれくわえ
て撹拌します。
下の写真はスターラーという装置を使って撹拌して
いる様子です。
撹拌後、ろ過してきれいになった水の中に含まれて
いるリンや窒素のイオン濃度を測定しました。

初めに加熱時間に伴うリン酸イオンが溶け出す量の
違いの実験を報告します。
ヘドロセラミック（７００℃加熱）を作る際の加熱
時間を変えると、リン酸イオンの溶け出す量にどの
ような違いがあるのか検証しました。
結果は６０時間加熱が６時間加熱よりリン酸イオン
が溶け出していました

次に撹拌時間に伴うリン酸イオンが溶け出す量の違
いを実験しました。
目的は乾燥ヘドロとヘドロセラミック（ヘドロを
７００℃で加熱）において撹拌時間によって溶け出
す量に変化があるのか検証しました。
結果は最初の 1 時間でどっと溶け出て、ヘドロセラ
ミックの方が乾燥ヘドロの 10 倍以上溶け出す量が
多かったです。
結果から私たちはヘドロからリン酸イオンが溶け出
すには、700℃の高温での加熱が必要であると考え
ました。
また、撹拌後８時間以降から再びリン酸が溶け出て
おり、それについては周りの pH の変化などが原因
として考えられます。
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このグラフは加熱温度による各種イオンの溶け出す
量の違いについて示しています。
アンモニウムイオンは 25 度と 300 度でよく溶け
出し、リン酸イオンは 700 度でよく溶け出しまし
た。
なお、硝酸イオンの濃度も測定しましたが、いずれ
も検出できませんでした。

それでは、ヘドロの肥料化実験のまとめです。
＜スライドの通り＞

では実際にどのようなプランクトンがいたのかを
説明していきます。２０１５年の１０月１７日、
２０１６年１月９日の２回、採集を行いました。藍
藻ではオシラトリア、珪藻ではフルスツリア、緑藻
ではクンショウモ、アオミドロ、ユードリナ等が見
られました。
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守山まるごと活性化　平成 27 年度の取組
守山市役所　地域振興課

守山市役所地域振興課より、現在取り組んでいただ
いている「守山まるごと活性化」の取組について報
告させていただきます。

現在、守山市では「守山まるごと活性化」の取り組みを推
進しております。
まずは、この守山まるごと活性化とはどういったものなの
かを説明させていただきたいと思います。
いつも地域の皆様にはまちづくりに関しまして、何かとお
力添えをいただきまして誠にありがとうございます。

「守山まるごと活性化プラン」とは、市内７学区がそれぞれ
の地域を活性化するためのまちづくりの方針や具体策をま
とめたものです。
平成 26 年度から地域の皆さま主導で、それぞれの学区で
計 31 プロジェクトによる取り組みがスタートしています。
目的としては、住みやすさと活力を兼ね備えた「住みやす
さ日本一」が感じられるまちを目指しています。
そのためには、ないものねだりではなく、地域の歴史・自然・
生活等の地域資源“たからもの”を活かすことを大切して
いこうということが非常に特徴的なところです。

その「守山まるごと活性化プラン」の策定に至るまでの流
れですが、
このプラン策定には、まずは地域の人々を主体とする検討
組織「守山まるごと活性化プラン検討委員会」を立ち上げ、
そのなかに「学区別会議」および「全体会議」を設置しました。
学区別会議については、各学区 30 名程度の委員で構成し、
それぞれの学区で６回ずつ開催され、全体会議については、
23 名の委員で構成し、計４回開催されました。
いずれにしても、まちに関わるより多くの皆さんの検討と
確認を得ながら策定してまいりました。
そんななか、まずは「守山まるごと活性化プラン」の意義
の徹底や会議の進め方の検討から始まり、自分の地域の“た
からもの”や課題を明確化し、自分の学区の方向性（テーマ）
を決めるなか、５つ程度のプロジェクトに絞り込み、まず
は５年間で優先して推進していく取組をプランとしてまと
めていただきました。
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こちらは、市内７学区における、プランに挙げられている
プロジェクトの代表される取組をキーワードとして挙げさ
せていただいたものです。
守山学区は、「自治会の魅力向上」、「守山の歴史文化再発見」、

「水とホタル」、「ＪＲ東側活性化」
吉身学区は、「中山道観光促進」、「歴史伝統をつなぐ」、「祭
りだ！わっしょい」、「ホタルを守る」
小津学区は、「新守山川」、「小津の文化再発見」、「農からは
じまるお付き合い」
玉津学区は、「諏訪屋敷」、「ホタル・イベント」、「食の地産
地消」、「赤野井湾再生」
河西学区は、「「水辺空間」満喫」、「近江妙蓮活用」、「みん
なで「つながる」」
速野学区は、「守山北の玄関」、「速野まるごと博物館」、「び
わこ地球市民の森」、「ふるさとの文化」、「大川」、「みんな
で考える未来」
中洲学区は、「伏流水再生」、「公共交通」、「にぎわい活力創出」、

「健やか・安心・快適」、「農業を元気に」
をキーワードにそれぞれ取り組んでいただいております。

そのなかで、ここ速野学区でのまるごと活性化について
説明させていただきます。
こちらが、速野学区の皆さんが検討されたプランとなっ
ております。
ごらんのように、速野学区では、大きなテーマとして、「受
け継いできた自然・風土と未来を見つめる人が主役のま
ち」～守山北の玄関速野まるごと博物館～を挙げられて
おり、
ＡからＦまでの６つのプロジェクトが計画されておりま
す。

それぞれのプロジェクトについては、ご覧のとおりであ
りまして、
まずは、Ａの「守山の北の玄関おもてなしプロジェクト」
では、サイクリングマップやサイクリングイベントの開
催、おもてなし花壇設置の検討など、北の玄関口として
相応しい形となるよう取り組んでいただいております。
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次に、Ｂの「（仮称）速野まるごと博物館プロジェ
クト」では、速野学区全体をオープンミュージアム
と見立てて、マップ作成や、実際に歩いてみる歩こ
う会を開催されております。

次に、Ｃの「びわこ地球市民の森いきいきプロジェ
クト」では、速野学区の中心に位置する「地球市民
の森」をより活用し、交流の拠点とするよう平成
26 年度から、速野学区民のつどいの開催会場とす
るなどに取り組んでいただいております。

次に、Ｄの「大川周辺の自然環境保全＆環境学習推
進プロジェクト」では、当プロジェクト中心にここ
大川を舞台として、「夏休み大川自由研究室」やム
クロジの植樹、また行政事業として現在整備してい
るウッドデッキの利活用の検討などに取り組んでい
ただいてます。
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次に、Ｅの「ふるさとの文化を見つめなおし守ろう
プロジェクト」では、後世に文化を継承していこう
と、昔の映像にナレーションをいれたり、地域住民
の手作り絵本の作成に取り組んでいただいておりま
す。

次に、Ｆの「みんなで考えよう速野の未来プロジェ
クト」では、世代間交流の希薄化などを解消すべく、
現在は、広報紙などによる「情報発信」に注力され
取り組んでいただいております。

こちらは、Ｄプロジェクトに属しております当プロ
ジェクトですが、大川の持つ「景観」「水質」「生物
環境」等の多様な側面から地域の中での大川の役割
を再評価し、大川を舞台に地域資源を活用したまち
づくりに、守山まるごと活性化に先駆けて、平成
23 年度より美崎自治会、立命館守山中学校・高等
学校、京都大学、守山市の官・学・民が連携し、月
に１回の寄り合いをはじめ取り組んでいただいてお
ります。
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さらに、大川プロジェクトのなかで策定された「大
川未来予想図」をもとに、行政事業として、大川河
口部に「ウッドデッキ」を平成 27 年度から２年間
を掛けて整備することとなり、
現在、整備後の利活用をこれまで２回にわたり、学
生と地域のみなさん、企業の方々や市職員が集まり
ワークショップを行っていただいております。

また、あわせて、大川プロジェクトの当初からいわ
れている水質改善につきましては、大川に水の流れ
がないことが原因の一つであると考えられており、
その大川への導水の設計を平成 27・28 年度にかけ
て詳細設計を行い、実現に向けて取り組んでおりま
す。
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美崎オープンミュージアムプロジェクト
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科
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第二部　滋賀県立大学環境デザイン学科

35

美崎オープンミュージアムプロジェクト「たけの子の道」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　白井研究室

　私達は守山市の現状のデータからデザイン案にアプローチした。まずは、守山市の森林率で
ある。美崎地区では感じないが、守山市の森林率は 0％である。守山市は緑が少ないということ
であり、市街地にいくとさらに緑が少ない。まず、これが守山市の課題であると考えた。次に
守山市の子ども達に注目した。守山市には子どもが多いということが、統計から読み取ること
ができる。この現状から子供たちが自然の中で遊べるような場所が必要であると考えた。

　私達の案は竹林の中に子どもが楽しめる道を通すものである。その中にアクティビティが入
り込む。人工物の多い守山市の中であるが、敷地の中ではそれを反転させる。すると、道では
人間が主となり、竹林では自然が主となる、そうすることで、自然の中で子ども達が遊べる場
所ができあがり、かつ環境の保護、その他の公園との差異が生まれる。美崎地区にはこういっ
たポテンシャルがあると感じ、このデザインを提案する。

1 2

3 4



36

第二部　滋賀県立大学環境デザイン学科

5

9

6

10

7

11

8

12



第二部　滋賀県立大学環境デザイン学科

37

13

17

14

18

15

19

16

20



38

第二部　滋賀県立大学環境デザイン学科

21

25

22

26

23

27

24

28



第二部　滋賀県立大学環境デザイン学科

39

美崎オープンミュージアムプロジェクト「MISAKI　LEAF」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　永井研究室

　大川と新川に挟まれた美崎地区全体を一枚の「葉っぱ」に見立てた。大川と新川の水質改善
や植林活動、農業体験など地域一体のワークショップによる美崎地区の活性化を図る。

　この活動を「美崎 LEAF プロジェクト」と名付け、自然・地域・食交流から地域資源の再認
識をし、まちづくり活動が新たな地域の魅力を創生する。そのために美崎地区の人々と学生な
どの外からの人々が一体となり、ワークショップを開けるための拠点を計画する。拠点を中心
とし、自然整備またまちづくりを行っていく。そして「美崎 LEAF プロジェクト」を市街・県外・
国外への情報発信のモデルとなる。
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美崎オープンミュージアムプロジェクト「郷の結」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　ホアン研究室

　私たちはホテルやショッピングセンターなどの公共施設、新興住宅地が立ち並び宅地開発が進
む守山北部で、今もなお残る昔からの 3 つの集落に焦点を当てた。3 集落でヒアリングと敷地
調査を行う中でそれぞれに昔から生業としてきた産業の息がだいぶ細くなっており、また、集
落間外での交流が希薄であることが問題であると考えたのが本提案の嚆矢。
　
　敷地は 3 集落の中心部大川の上空。対象は 3 集落の住人と周辺住人。従来交わらなかった『農・
林・水産』の 3 産業に“直売所”という形で拠点の“架け橋”を渡すことにより、物々交換な
どの集落内での産業とコミュ二ティーを活性化するとともに集落のアイデンティティを外に発
信し新興住宅地の人々など集落外とも“結い”が生まれる空間となる“直売所”を提案する。
　
　直売所には水質改善にもなる釣堀を併設しており、桟橋を通って行き来できる。きれいになっ
た大川を眺めながら釣った魚を調理して食べられる飲食店も併設。
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美崎オープンミュージアムプロジェクト「農業特化型ニュータウン」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　川井研究室

　美崎地区は山岳からの豊かな土壌が退席しており、特に三角州を形成しているエリアは美崎
地区の中でも質の高い土壌となっていると推測できる。実際に守山市の中でも美崎地区は農業
が盛んであり、農業としての土地の有効利用が求められると考える。また、守山市は人口増加
が確認されており、今後の新規入居者に対して住宅提供が必要とされている。

　先述した２つのテーマから美崎地区の良さを引き出した農業特化型ニュータウンを提案する。
この農業特化型ニュータウンは畑と住宅をただつくるのではなく、既存の集落の住居形態や畑
との関係性を読み込み、ニュータウンに反映、発展させていく。そして、そのようにしてニュー
タウンが拡がっていき、将来的には美崎地区が農産物はもちろんのこと、ニュータウンの形態、
発展の仕方も注目されることを期待する。
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美崎オープンミュージアムプロジェクト「Bamboo　Hotel」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　芦沢研究室

　私たちは守山美崎地区の問題を土地利用、交通、緑地、景観の４つの観点から建築による解
決を模索しました。この 4 つの観点から観光、ビワイチ、新川の親水、放置竹林という特徴を
つかみ、町の人々や宿泊者の手によって景観を良くしていき、自然や文化を感じることのでき
る竹のゲストハウスを提案します。

　このゲストハウスは、主にサイクリングする人たちをターゲットとした観光施設で、宿泊す
る上での火起しや農業体験をすることができます。また、この建築を覆う大屋根のフレームは
竹でできており、躯体が朽ちたりすれば放置竹林から切り出した竹を利用し、持続可能なもの
となっている。

　自然に親密な生活を体験でき、サイクリングをする人の憩いの場となりつつ、守山の顔とな
る観光施設を提案します。
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美崎オープンミュージアムプロジェクト「みさき　ぐるっと　ミュージアム」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　松岡研究室

　守山市美崎地区には新川と大川という２つの川が存在する。しかし、現在はこの２つの川が分
断されてしまっている。そこで、この 2 つの川を中心に様々な仕掛けをちりばめることで、美
崎地区全体に回遊性を創り、この地区にしかない魅力を引き出すことを目指す。私たちが考え
る美崎地区の在り方として、「2 つの川に対する親水性を高める」「四季を通して楽しめる場づく
り」「回遊性」の３つがあり、これらを組み合わせることで、この地域にしかない「美崎オープ
ンミュージアム」を創ることができる。

　大川周辺の具体的な活用例として、１．ウッドデッキの拡張　２．並木道の整備　３．間伐
材を用いた木造工法「ココノマ」による船着き場や八百屋などの建設　が挙げられる。新川周
辺では、マメ科つる性植物をパーゴラで上へあげることで、親水性を高め、管理もしやすくなる。
この地区全体を「ぐるっと」してもらうことで、隠された魅力をたくさん発見することができ
るのである。
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美崎オープンミュージアムプロジェクト

「木から生態、経済を生む　3P レインボーロード整備計画」
　滋賀県立大学 環境科学部 環境建築デザイン学科　駒井研究室

　植樹、塗装、林整備というだれでも出来る三つの英語の頭文字Ｐを基調に、既存の地球市民
の森のプログラムから派生して、おうみんちから琵琶湖湖岸までをつなぎ、エコトーンを再生
させながら、生態だけでなく、経済効果を生むレインボーロード整備計画を提案する。

　その際植樹するものは、経済林となる林檎、
梨、柿、葡萄等を植え、北守山の既存の施設
群のプログラムを繋げ、守山に来た人たちに
ベロタクシーやレンタルサイクル等で多くの
人たちを繋げ、緑溢れ、果樹園、屋台等で経
済効果も生み、みんなで虹のように輝く道を
つくっていこうとする整備計画である。
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58

これからの大川活用プロジェクト
　立命館大学　濱野さん

昨年度まで立命館守山の生徒だった
メンバーを中心に、立命館大学公認
サークル「大川活用プロジェクト支
援団体 haconiwa」として活動して
いる。
他のボランティア団体等と連絡を取
りながら、学生ならではの企画立案・
実施を目指している。

地域住民の方が喜ぶ企画（ex. 夏祭
り、自由研究室）は、すでに実施さ
れており、これらは地域住民の皆さ
ん自身が一番需要を理解されている
だろう。
したがって、私たちは他の地域から
人を呼び込むためにどんな企画がで
きるか？を企画のコンセプトとして
いる。
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Twitter の活用もワークショップで挙がって
いたが、すでに私たちが取り組んでいる。
したがって、私たちのアカウントを大川活用
プロジェクト全体のアカウントとして流用す
れば、すぐにでも利用可能だ。

以上のように、①外部からの集客のためのイ
ベント、②ネットを活用した広報
を私たちは提言したい。

2 つ目は冬に竹灯籠のイベントをすることだ。
周辺の竹林を秋口に伐採し、そこで出た不要
な竹材を利用することでコストパフォーマン
スも確保する。
またデッキのステージで地元の学校の吹奏楽
部などに演奏をしていただいたり、SNS 上で
応募可能なフォトコンテストを開催したりす
ることで、集客も図る。
大阪府茨木市で同様の取り組みが行なわれて
いるため、連携も可能ではないだろうか。

一つ目が、夏にスイレンの花を水上に浮かべ、
「水上ガーデン」とすることだ。
スイレンは枠の中でのみ生育し、繁茂しにく
いため、環境破壊にもならない。
デッキ周辺の一区画にこれを実施し、春先の、
菜の花畑などとともに名所としていはどうだ
ろうか？
琵琶湖博物館の近くにハスの池があるので、
その管理者の方に一度大川を見てもらい、適
しているか確認するのが第一歩であろう。

Web ページを作りたいとの依頼を前回のワー
クショップで受けた。
その回答として、Strikingly を紹介する。
これは無料で初心者でもサイトを簡単に作れ
る Web サービスだ。
これを使って Web ページを立ち上げること
を考えている。
写真等の材料さえあれば、大学生の手で管理
運営できるので、ぜひ始めていきたい。
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「大川・新川、そして、湖辺地域の魅力化に向けての提言」

＜立命館大学	 八木先生＞…教育・研究分野代表 
 
	 大川プロジェクトの今後に関して、以下２つの点で重要であると考えます。 

1つは、研究フィールドとしての大川。 
	 大川は川というよりも、三日月湖のような環境になっています。今後、導水されるとす

れば、その環境は大きく変化することが想定され、その差をきっちりと見ていくことは、

研究課題としては大変有意義ではないかと思います。 
	 この間、3年前に「水環境研究活動交流集会」を開催し、その 2日目にここを会場にして
水環境研究活動の地域連携をテーマに 3校の発表と意見交換を行いました。 
	 高校生が、こうした研究に取り組み、地域や社会とのつながりを考えると言うことも大

変意義がある取組ではないかと感じ、こうした経験を発展させられたらと思います。	  
もう 1 つは、この大川プロジェクトが、つながりを大切にした魅力ある学習の場になっ

ていると言う点です。組織としてもそうです。 
	 立命館守山としても、卒業生がボランティア団体を作って関わってくれるのも、こうし

た魅力があるからではないかと思います。イベントの内容を見てもたとえば、大川夏休み

子ども自由研究室では、子どもたち同士が、親同士が、世代を超えて、大川を軸にして様々

なつながりができ、学びがそこにあったと思います。 
	 大川フォーラムや親水デッキのワークショップでも、参加者の広がりができていますが、

つながりを大切にした魅力ある場だからこそではないかと思います。 
こうした 2つの意味で、大切にしていきたいなと感じています。 

 
 
 
 
 
＜美崎自治会	 葭本さん＞…地域産業分野代表 
 
美崎の自治会長さんはじめ、これだけ大勢の方々が大川新川に関心を持ち議論

を進めてくださったことは後々に立派な成果として表れていくことと思い、うれ

しく思います。 
そういいますのは１２年前、私は自治会長も務められた農家の方にお出会いし、

次のように言われました。 
「葭本くん、地球市民の森をどうしようと考えてはるんでしょうね。」 

美崎をまとめていただいているような方からこのような言葉を聞くことにとても

驚き、同時に、地域における市、県の事業区画の違いや、この大川プロジェクト

のような勉強会等がないまま事業が推進されていったというところに端を発する

＜立命館大学	 八木先生＞…教育・研究分野代表 
 
	 大川プロジェクトの今後に関して、以下２つの点で重要であると考えます。 

1つは、研究フィールドとしての大川。 
	 大川は川というよりも、三日月湖のような環境になっています。今後、導水されるとす

れば、その環境は大きく変化することが想定され、その差をきっちりと見ていくことは、

研究課題としては大変有意義ではないかと思います。 
	 この間、3年前に「水環境研究活動交流集会」を開催し、その 2日目にここを会場にして
水環境研究活動の地域連携をテーマに 3校の発表と意見交換を行いました。 
	 高校生が、こうした研究に取り組み、地域や社会とのつながりを考えると言うことも大

変意義がある取組ではないかと感じ、こうした経験を発展させられたらと思います。	  
もう 1 つは、この大川プロジェクトが、つながりを大切にした魅力ある学習の場になっ

ていると言う点です。組織としてもそうです。 
	 立命館守山としても、卒業生がボランティア団体を作って関わってくれるのも、こうし

た魅力があるからではないかと思います。イベントの内容を見てもたとえば、大川夏休み

子ども自由研究室では、子どもたち同士が、親同士が、世代を超えて、大川を軸にして様々

なつながりができ、学びがそこにあったと思います。 
	 大川フォーラムや親水デッキのワークショップでも、参加者の広がりができていますが、

つながりを大切にした魅力ある場だからこそではないかと思います。 
こうした 2つの意味で、大切にしていきたいなと感じています。 

 
 
 
 
 
＜美崎自治会	 葭本さん＞…地域産業分野代表 
 
美崎の自治会長さんはじめ、これだけ大勢の方々が大川新川に関心を持ち議論

を進めてくださったことは後々に立派な成果として表れていくことと思い、うれ

しく思います。 
そういいますのは１２年前、私は自治会長も務められた農家の方にお出会いし、

次のように言われました。 
「葭本くん、地球市民の森をどうしようと考えてはるんでしょうね。」 

美崎をまとめていただいているような方からこのような言葉を聞くことにとても

驚き、同時に、地域における市、県の事業区画の違いや、この大川プロジェクト

のような勉強会等がないまま事業が推進されていったというところに端を発する

（次ページにつづく）
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ものではないかと思いました。 
「もっと地域のみなさんに興味をもっていただけるような努力が必要ではないで

しょうか。」と提案したところ、民間の有志が集まる勉強会のようなものを開いて

はどうかという話になりました。 
そこで、当時地球市民の森に貢献をいただいていた企業の本部に伺い、「みなさん

一生懸命草刈りへのご参加や、植樹をしていただいてはおりますが、地域の感度

が下がっています。もっと住民にみなさんがご尽力いただいていることを理解し

てもらう場として、立ち上げを検討している勉強会の事務局を預かっていただけ

ないか。」とお願いいたしました。 
そして勉強会は講師の方をお招きし、２年のうちに２回行いました。勉強会を通

じ、将来の活用への不安を解消していくためにはみんなが関心をもち、見守り育

てる必要があると強く感じ、また勉強会だけではダメだとも感じました。 
そこで、とあるきっかけを通じある方に桜の木を寄贈してくれないかとお願いを

しに参り、水口に植えておられた桜を今日まで６回に分け、５００メートルの距

離に８８本植樹をいたしました。その過程においては、桜が枯れてしまうなど様々

な課題に当たる中で、多くの関係者のみなさまにご協力、ご尽力をいただきまし

た。 
今後も継続して投資をどのように使っていくのか、効果を追求していくというこ

とが必要であると思いますので、本日発表いただいたみなさまのお知恵をいただ

きつつ、市長にもお力添えいただき、素晴らしい美崎、地球市民の森になってい

くことを期待しつつ、私ももう少し頑張っていきたいと思います。どうかよろし

くお願いいたします。 
 
 
 
 
 
＜立命館大学	 中村先生＞…地域産業分野代表 
 
	 美崎公園の中村です。指導員として、子どもたちの環境学習や、自然体験のお手伝いをしてい

ます。そんな中から美崎公園での各学習についてお話をさせていただきます。 
美崎公園は旧野洲の新川を生かし「水辺の暮らしや自然にふれて、自然に親しみ、自然環境に

ついて学ぶ」別名「みさき公園」として 14年前に誕生しました。 
	 かつて新川に生育していた今では貴重種のミクリやタコノアシ、そしてヨシ群落を形成するヨ

シ、ウキヤガラ、マコモやガマなどの水生植物があり、特にガマはガマ、コガマ、ヒメガマと日

本に生育する３種類のガマがすべてそろっています。 
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	 事業は年間を通じて、水辺の生き物や植物とふれあう場や自然体験教室、米作り体験なども実

施しています。７月、８月には夏休み親子教室として自然体験等の教室を１６教室行っています。

ら小学生くらいまで多くの子どもたちが美崎公園に来てくれています。 
	 中でも「ドングリざんまい」という、キャンプ場でお弁当やドングリクッキーを焼いて食べ、

クラフトするという秋の自然体験教室は特に人気があり、今年実施の２回とも定員を超える人気

教室になっています。 
	 もう一つ公園の重要な役割として、学校や園の環境学習・自然体験活動の受け入れがあります。

保育園や幼稚園は、季節ごとに繰り返して来られて訪れられます。 
	 小学校では、毎年速野小学校の５年生が自然探検ウォークラリーや、水辺の生き物学習、中洲

小学校は４年生がヨシ学習の一環としてヨシ刈り・紙漉き体験や、ペンづくりをします。また、

琵琶湖大橋を渡って堅田小学校も５年生も環境学習にやってきます。 
	 中学校は「野洲川の歴史や人々のくらし」、あるいは「水質調査」というようなテーマで学習

にきておられましたが、最近ヨシ学習や、野鳥観察を目的とする生徒さん自身からの４～５人の

グループでの申込みが増えています。つい先日も４人グループがヨシ学習に来て、ピエリでバス

を降り第１なぎさ公園で「雪を頂く比良山とカンザキハナナ」を見てきたそうで、「その堤防の

向こうにハマヒルガオがある」という話をしました。中に速野出身の子がいて、「僕は知ってる。

お父さんが世話に行ってはる時一緒にいってた。」という話になって地域の人と自然との関わり

についていい学習ができました。 
	 少し前、１１月には明富中学校の１年生が訪れ、午前中は男子４人が野鳥観察、午後は女子２

人がヨシ学習をしました。野鳥観察では、新川のカイツブリやカワセミのところへコガモが来た

り、木の上にヒヨドリがいっぱい鳴く中を通り抜け、なぎさ公園まで歩きました。すると、１１

月のはじめは渡りの途中だそうですが、数えるのを諦めるほどのすごい数のカモでした。オオバ

ンとホシハジロの群れで数千羽程おり、子どもたちは、「すごいなあ」と感動して帰っていきま

した。 
	 １月 31日はびわ湖一斉水鳥観察会があり「冬みさきにやってくる鳥たちに出会う」と題し美
崎公園となぎさ公園で実施します。最近になってなぎさ公園のカモも減少し、第１なぎさのカン

ザキハナナも終わりに近づいているのが残念ですが、このみさき一帯を学習の場として感動体験

を得ることができたらいいと思っています。 
	 以上、美崎には水辺の環境を中心として様々な学習や体験をすることができる場所があり、自

然探検のウォークラリーも美崎公園だけでなくもっと広く学習することも可能になるのではと

いうお話をさせていただきました。この大川活用プロジェクトで、オープンミュージアムの構想

がだされていますが、まさにこういうことだろうと期待をしています。これから益々発展されて

いく中で、共に進んでいくことができればありがたいと思っています。ありがとうございました。 
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ムクロジについて
商工会議所　松永さん

なぜムクロジか？ということで不思議に思われてい
るかもしれませんが、
実は、ムクロジは守山でもここにしかない。
それは、市役所に勤めているときに、市誌調査に携
わった際に知りました。
自分が住んでいる川田町からみても、オンリーワン
という響きは非常に憧れであり、その旨、伊藤自治
会長に話したらば、記念植樹会をぜひ開催しようと
いう運びとなり昨年行ったばかりであり、そういう
経緯で今回ムクロジを提言の題材としてあげさせて
いただきました。

そもそもムクロジは、お釈迦様からのおくりものと
言われており、お釈迦様が１０８個を繋いだ数珠を
お弟子たちにお配りになり、煩悩・業苦を滅しさる
ことができるとされているいわれのある木でありま
すので、そのようないわれのある木を大切にしたら
どうかという点が１つ

また、ムクロジは漢字で【無患子】と書き、子ども
が患わない病気をしないという意味があり、実際に
薬効も重用されているという点が１つ
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さらには、昔は石けんに使われていたもので、環境に配慮する
という点でも、今回、次の第２ステージへの展開への提言とい
うことで、自分たちの身の回りの“たからもの”をもう一度見
つめ直して大切にしていったらどうかという意味で、ムクロジ
を取り上げさせていただきました。

こちらは、その無患子のよく知られている利用方法で、羽根つ
きのタネであったり数珠玉であったりしております。

こちらは、それ以外の利用方法の提案ですが、現在推進されて
いる「ビワイチ」のお守りやストラップとかにどうかというこ
とで提案させていただきます。

さらに、こちらは、今回大学生からの竹林の活用についての提
案がありました新川箇所です。

こちらについては、竹林としての活用もよいのです
が、その活用以外に、オーナーを募って「梅園」を
形成し、そこへの「観賞」や「もぎ取り」ツアー企
画等で盛り上がっていければ、という提言もあわせ
てさせていただきます。
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平成２７年度取り組み計画  

平成２７年４月２８日  

  

○２７年度取り組み方針  

①大川の環境改善のため、水草除去、除草活動、植生浄化に取り組む。 
②大川再生ゾーンの整備に向けて、実のなる木の植樹や法面の整備を進めるほか、河道

改修のための関係者調整を進める。 
③大川河口部での親水性デッキの効果的な利活用や管理の在り方について協議・検討す

るとともに、その結果を議論するワークショップを開催する。 
④子どもたちの地域への関心を高めるとともに環境学習の場を提供するため、夏休み大

川自由研究室の開催や環境調査を実施する。 
⑤大川活用プロジェクトとその取り組みを広く発信する。 
⑥大川を中心とした地域の自然や社会を記録し、魅力と価値を共有化するとともに将来

世代に伝えるため、みさき百科の編集や写真募集を行う。 
⑦新川の環境整備（特に河畔林の整備・活用策）について、先進事例の調査を行うとと

もにあり方を議論・検討する。 
⑧大川プロジェクトの最大の課題である水質改善に向けて、協議・調整を進める。 
○取り組み内容  

１．環境整備活動 
①水草除去・・７月、１１月 
②法面除草及び大川再生ゾーンの河畔林（竹）整備・・７月、１１月 
③植生浄化事業 
④生態系改善事業・・在来魚放流事業（３月１２日） 
⑤再生ゾーンでの植樹・芝張り・・４月２６日ドングリ 7 本植樹、芝張りは梅雨入り後 

２．オープンミュージアム整備活動 
①夏休み大川自由研究室開催事業（８月４日） 
②環境調査事業 

３．次に一歩の準備活動 
①大川フォーラム開催（２８年１月３０日 or２月６日） 

	 ②河口部親水性デッキの利活用と管理方針の検討と、「利活用と管理を考えるワークショ

ップ」の開催（９月２６日） 
③新川河畔林整備検討のための先進事例調査・・湖南市・７月 

４．魅力発信活動 
①「みさき百科」編集事業 
②「とっておきの美崎」写真募集事業 
③ネットを活用しての発信 

○その他取り組み事項  

	 ・美崎自治会「大川委員会」の開催・・５月３０日 
	 ・「大川だより」の発行	 等 
 
 

美崎自治会
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平成２７年度大川整備等の取り組み実績 
	 	  

◎取り組み実績  

月  日  取	 り	 組	 み	 内	 容  

	 ３ 	 ８ 大川回廊ゾーンの修景（ハナミズキ約５０本植樹） 
	 ３ １２ 幼児による在来魚放流（コイ、フナ、ワタカ等約５０匹） 
	 ４ ２６ 大川再生ゾーンの整地・整備 
	 ５ １６ 大川再生ゾーンへの植樹（子ども達によるムクロジ、ドングリ、果

樹等約３０本の植樹） 
	 ５ ３０ 大川再生ゾーンの整備（芝播種前処理） 
	 ６ 	 ７ 大川再生ゾーンの整備（芝播種）・以後散水等継続管理 
	 ６ ２８ 大川再生ゾーンの整備（芝地施肥） 
	 ７ １２ びわ湖の生態系保全活動（親子外来魚釣り大会） 
	 ７ １９ 大川河川環境改善活動（水草除去・法面除草等） 
	 ８ 	 ２ 大川再生ゾーンの整備（芝刈り） 
	 ８ 	 ４ 夏休み大川自由研究室 
	 ８ ２３ 大川再生ゾーンの整備（除草等） 
１１ 	 ４ 守山市議会議員の視察 
１１ １３ 県立大学環境科学部との協議（新川河畔林の利活用研究について） 
１１ ２１ 大川親水デッキの利活用と北部地域の魅力化についてのワークシ

ョップ 
１１ ２２ 大川河川環境改善活動（除草・整地等） 
	 １ １１ 先進事例調査（湖南市バンブーハウス調査） 
	 １ ２３ 第２回大川親水デッキの利活用と北部地域の魅力化についてのワ

ークショップ 
	 １ ３０ 第５回大川フォーラム 
	 １ ３１ 大川河川環境改善活動（除草・竹処分等）	  
   
	 ※  毎月第四火曜日	 大川寄り合い開催 
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アンケートのお願い  
本⽇日は⼤大川フォーラムにご参加をいただきありがとうございます。⼤大川活⽤用

プロジェクトでは引き続き取り組みを進めていきます。つきましては、下記の

アンケートにご協⼒力力をお願いします。                                                                             

⼤大川活⽤用プロジェクト  

問１．あなたについて（○で囲んでください）  

性   別：   １．男      ２．⼥女女  

居住地：   １．美崎   ２．美崎以外の速野学区   ３．守⼭山市内   ４．その他  

年年   齢：   １０歳代以下   ２０〜～３０歳代   ４０〜～５０歳代   ６０歳以上  

  

問２．「夏休み⼤大川⾃自由研究室」について（⼀一つ選んで○をしてください）  

１．続けるべき         ２．続けるべきではない      ３．⼯工夫の必要あり  

  

  

  

問３．⼤大川に整備予定のウッドデッキの活⽤用についてお聞かせください。  
（⼀一つ選んで○をしてください）  

１．魅⼒力力的である         ２．特に魅⼒力力を感じない        

  

  

                                                        

問４．「⼤大川・新川、そして湖辺地域の魅⼒力力化に向けての提⾔言」を聞かれて、ご

意⾒見見等あればお聞かせください。     

  

  

  

     

 理理由やご意⾒見見

 理理由やご意⾒見見

問５．その他、ご⾃自由にご意⾒見見をお聞かせください。  

  

  

  

  

【ありがとうございました】        

67



68

巻末資料 巻末資料

68

大川フォーラムアンケート集約 
 
参加者数：約 100人程度 
回収：10枚 
 
【問１	 あなたについて】 
○性別 
男：9名	 	 女：1名 
○居住地 
１．美崎：3	  
２．美崎以外の速野学区：2 
３．守山市内：1 
４．その他：4 
 
【問２	 「夏休み大川自由研究室」について】 
１．続けるべき：９ 
２．続けるべきではない：0 
３．無回答：１ 
＜意見＞ 
・子どもも楽しんでおり、交流も深められる。子どもたちが地元に関心を持ってくれるか 
もしれないから。 

・琵琶湖の西の玄関としての必要がある。地域と生活の「びわ湖」のつながりのため。 
・50名以上の子どもが集まってくれるイベントはとても貴重だから。 
・非常に魅力のあるイベント。子どもたちの成長過程に大いに役立っていると考えるため。 
 
【問３	 大川に整備予定のウッドデッキの活用についてお聞かせください。】 
１．魅力的である：10 
２．特に魅力を感じない：0 
＜意見＞ 
・多くの人が活用できる場にしてほしい。 
・人々の憩いの場となると思うから。 
・若い人の活動の中で老人の出来事を教えてください。 
・珍しいものなので、うまく活用すれば守山の新名所になる。 
・ウッドデッキありきの議論でありましたが、魅力付けが多分に期待できると思います。 
県立大学の学生の提案を参考にしながら自然色の強いものに仕上げていくスタンスで進

めていくべきと考えます。 

フォーラム　アンケート結果まとめ
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・県立大学が提案された活動拠点の中心部が自治会（住民）の生活の中心部から離れてい 
る。 

 
【問４	 「大川・新川、そして湖辺周辺地域の魅力化に向けての提言」を聞かれて、ご意

見等あればお聞かせください。】 
・大川・新川等に関する新聞を発行することで、魅力化に向けられると思います。 
・四季桜を植樹され始めたいきさつがとても衝撃的でした。個人で始めた活動が、地元企 
業、学区を巻き込んでいけるのはとてもすごいことだと思います。 

・熱心な提案内容に正直驚きを感じました。大川（美崎地区）の魅力付けをする上で大き 
なヒントを得られたのではないでしょうか。やはり「生活」「農業」「観光」（事業化）を

考えた「まちづくり」を全員で考えていくことが重要だと感じました。 
・方向性が定まれば、学生にもワークショップに入っていただき、具体化していくのが望 
ましいと考えます。 

・県立大学の学生さんの研究は good。アイデア段階に終わらせず、少しでも良いので具体 
化を。 

・県大の提案は常に魅力的であり、葬られることなく一つのヒントとして是非とも取り入 
れてほしい。 

 
 
【問５	 その他、ご自由にご意見をお聞かせください。】 
・夏休み大川自由研究室では、ミャンマー以外の他国の文化を教えることで子どもたちの 
視野が広がるかもしれません。 

・自治会だけで当初取組を始められた大川の水質改善が、このような広がりを持ったこと 
が大変すばらしいことだと思います。 

・色々な分野（層）の方々の「意見」（提案）を聞くことは、地元の方に刺激を与え有意義 
な時間となったのではないかと思います。 

・次回も楽しみにしております。 
・環境センターの周辺環境も含めた守山市北部全域の活性化をテーマに、県立大学の若い 
人々の力を貸していただいてはどうか。市職員の固い頭では限界があるのではないか。

若い学生さんはすごいね、大いに期待しています。 
・地元の参加者の拡大が必要 
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3
.
2
	 

2
	 

1
.
5
	 

4
.
4
	 

1
.
4
	 

3
	 

1
.
9
	 

2
	 

3
.
6
	 

1
.
5
	 

3
.
4
	 

2
.
5
	 

2
.
0
	 

4
.
1
	 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
(
m
g
/
L
)
	 
9
.
4
	 

4
.
6
	 
4
.
9
	 

3
.
8
	 

5
.
1
	 

8
.
6
	 

4
.
4
	 

4
.
2
	 

3
.
7
	 

4
.
9
	 

7
.
5
	 

5
	 

4
.
8
	 

3
.
7
	 

5
.
1
	 

Ｓ
Ｓ
(
m
g
/
L
)
	 

1
4
	 

6
.
5
	 

1
7
	 

1
4
	 

1
6
	 

1
0
	 

6
	 

8
	 

5
.
5
	 

9
.
0
	 

7
	 

8
.
5
	 

9
.
6
	 

7
.
0
	 

5
.
6
	 

Ｄ
Ｏ
(
m
g
/
L
)
	 

6
.
5
	 

6
.
4
	 
8
.
5
	 

1
0
.
2
	 
1
1
.
0
	 
8
.
5
	 

6
.
3
	 

1
0
	 

1
0
	 

1
2
.
9
	 

1
0
	 

8
.
9
	 

1
1
	 

1
1
.
1
	 
1
2
.
3
	 

Ｔ
－
Ｎ
(
m
g
/
L
)
	 
2
.
4
	 

1
.
9
	 
1
.
1
	 

1
.
6
	 

1
.
6
	 

2
.
0
	 

1
.
1
	 

1
.
2
	 

1
.
4
	 

1
.
2
	 

1
.
6
	 

1
	 

1
.
2
	 

1
.
4
	 

1
.
2
	 

Ｔ
－
Ｐ
(
m
g
/
L
)
	 
0
.
1
6
	 
0
.
0
7
	 
0
.
1
3
	 
0
.
0
8
5
	 
0
.
0
8
4
	 
0
.
1
3
	 
0
.
0
6
6
	 
0
.
1
1
	 
0
.
0
6
3
	 
0
.
0
6
6
	 
0
.
0
6
8
	 
0
.
0
5
9
	 
0
.
0
8
7
	 
0
.
0
6
5
	 
0
.
0
3
3
	 

新 川
	 

ｐ
Ｈ
	 

6
.
9
	 

6
.
9
	 
6
.
8
	 

6
.
9
	 

	 
6
.
8
	 

6
.
9
	 

6
.
7
	 

6
.
9
	 

	 
7
.
0
	 

6
.
8
	 

7
	 

7
.
1
	 

	 

Ｂ
Ｏ
Ｄ
(
m
g
/
L
)
	 
3
.
4
	 

5
.
1
	 
2
.
1
	 

4
.
6
	 

	 
2
.
0
	 

8
.
8
	 

1
.
6
	 

7
.
4
	 

	 
1
.
9
	 

4
.
1
	 

1
.
3
	 

1
.
7
	 

	 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
(
m
g
/
L
)
	 
8
.
1
	 

4
.
5
	 
4
.
7
	 

6
.
0
	 

	 
7
.
4
	 

6
.
8
	 

4
.
9
	 

8
.
3
	 

	 
7
.
5
	 

5
.
2
	 

4
.
8
	 

4
.
7
	 

	 

Ｓ
Ｓ
(
m
g
/
L
)
	 

6
	 

1
1
	 

1
3
	 

1
5
	 

	 
3
	 

1
5
	 

9
.
8
	 

1
4
	 

	 
6
	 

5
.
5
	 

1
3
	 

2
.
2
	 

	 

Ｄ
Ｏ
(
m
g
/
L
)
	 

2
.
1
	 

5
.
9
	 
7
.
2
	 

1
2
.
3
	 

	 
2
.
3
	 

8
.
3
	 

8
	 

1
0
.
6
	 

	 
6
.
6
	 

6
.
7
	 

1
1
.
1
	 

8
.
9
	 

	 

Ｔ
－
Ｎ
(
m
g
/
L
)
	 
4
.
6
	 

2
.
6
	 
1
.
6
	 

2
.
3
	 

	 
3
.
0
	 

2
.
3
	 

1
.
8
	 

1
.
8
	 

	 
1
.
5
	 

0
.
8
	 

1
.
6
	 

0
.
7
	 

	 

Ｔ
－
Ｐ
(
m
g
/
L
)
	 
0
.
2
7
	 
0
.
2
9
	 
0
.
2
3
	 
0
.
2
3
	 

	 
0
.
1
0
	 
0
.
1
9
	 
0
.
2
2
	 
0
.
1
8
	 

	 
0
.
0
6
4
	 
0
.
0
4
	 

0
.
2
3
	 

0
.
0
5
1
	 

	 

（
参
考
：
採
水
日
）

  
平
成
2
3
年
度
	 
H
2
4
.
2
.
1
6
	 

平
成
2
4
年
度
	 
H
2
5
.
2
.
1
9
	 

平
成
2
5
年
度
	 
H
2
6
.
2
.
1
3
	 

平
成
2
6
年
度
	 
H
2
7
.
2
.
1
6
	 

平
成
2
7
年
度
	 
H
2
7
.
1
.
1
5
	 

 
上
流

 
中
流

 
下
流

 

H
2
3
	 
H
2
4
	 
H
2
5
	 
H
2
6
	 
H
2
7
	 
H
2
3
	 
H
2
4
	 
H
2
5
	 
H
2
6
	 
H
2
7
	 
H
2
3
	 
H
2
4
	 
H
2
5
	 
H
2
6
	 
H
2
7
	 

大
川

 
Ｂ
	 
Ｃ
	 
Ａ
	 
Ａ
	 
Ｃ
	 
Ａ
	 
Ｃ
	 

Ａ
	 

Ａ
	 

Ｃ
	 
Ａ
	 
Ｃ
	 
Ｂ
	 
Ａ
	 
Ｃ
	 

新
川

 
Ｄ
	 
Ｄ
	 
Ｂ
	 
Ｃ
	 

	 
Ｄ
	 
Ｅ
	 

Ａ
	 

Ｄ
	 

	 
Ｂ
	 
Ｃ
	 
Ａ
	 
Ａ
	 

	 

別
表
１
に
よ
る
評
価
結
果
ま
と
め

 

【
冬
季
】

 
資
料
	 
大
川
・
新
川
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ

 



巻末資料

73

（
別
表
１
）
【
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
（
河
川
）
】
…
環
境
庁
公
示
「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
よ
り

 

                      

項
目
	 

類
型
	 

利
用
目
的
の
	 

適
応
性
	 

基
準
値
	 

（
参
考
）
	 

該
当
河
川
	 

水
素
イ
オ
ン

濃
度
(
p
H
)
	 

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

(
B
O
D
)
	 

浮
遊
物
質
量

(
S
S
)
	 

溶
存
酸
素
量

(
D
O
)
	 

大
腸
菌
群
数
	 

Ａ
Ａ
	 

水
道
１
級
、
自
然
環
境
保
全
	 

及
び
Ａ
以
下
の
欄
に
掲
げ
る

も
の
	 

6
.
5
以
上
	 

8
.
5
以
下
	 

1
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

2
5
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

7
.
5
m
g
/
ℓ
	 

以
上
	 

5
0
M
P
N
/
	 

1
0
0
m
ℓ
以
下
	 

四
万
十
川
	 

Ａ
	 

水
道
２
級
、
水
産
１
級
、
	 

水
浴
及
び
Ｂ
以
下
の
欄
に
掲

げ
る
も
の
	 

6
.
5
以
上
	 

8
.
5
以
下
	 

2
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

2
5
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

7
.
5
m
g
/
ℓ
	 

以
上
	 

1
,
0
0
0
M
P
N
/
	 

1
0
0
m
ℓ
以
下
	 

利
根
川
	 

最
上
川
	 

北
上
川
	 

Ｂ
	 

水
道
３
級
、
水
産
２
級
及
び

Ｃ
以
下
の
欄
に
掲
げ
る
も
の
	 

6
.
5
以
上
	 

8
.
5
以
下
	 

3
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

2
5
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

5
m
g
/
ℓ
	 

以
上
	 

5
,
0
0
0
M
P
N
/
	 

1
0
0
m
ℓ
以
下
	 

石
狩
川
	 

多
摩
川
	 

Ｃ
	 

水
産
３
級
、
工
業
用
水
１
級
	 

及
び
Ｄ
以
下
の
欄
に
掲
げ
る

も
の
	 

6
.
5
以
上
	 

8
.
5
以
下
	 

5
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

5
0
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

5
m
g
/
ℓ
	 

以
上
	 

-
	 

荒
川
	 

住
吉
川
	 

Ｄ
	 

工
業
用
水
２
級
、
農
業
用
水
	 

及
び
Ｅ
の
欄
に
掲
げ
る
も
の
	 

6
.
0
以
上
	 

8
.
5
以
下
	 

8
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

1
0
0
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

2
m
g
/
ℓ
	 

以
上
	 

-
	 

寝
屋
川
	 

Ｅ
	 

工
業
用
水
３
級
、
環
境
保
全
	 

6
.
0
以
上
	 

8
.
5
以
下
	 

1
0
m
g
/
ℓ
	 

以
下
	 

ご
み
等
の
浮

遊
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
	 

2
m
g
/
ℓ
	 

以
上
	 

-
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【
用
語
説
明
】
】

 
自
然
環
境
保
全
	 
自
然
探
勝
等
の
環
境
保
全

 

水
道
１
級
	 
	 
	 
ろ
過
等
に
よ
る
簡
易
な
浄
水
操
作
を
行
う
も
の

 
水
道
２
級
	 
	 
	 
沈
殿
ろ
過
等
に
よ
る
通
常
の
浄
水
操
作
を
行
う
も
の

 

水
道
３
級
	 
	 
	 
前
処
理
等
を
伴
う
高
度
の
浄
水
操
作
を
行
う
も
の

 
水
産
１
級
	 
	 
	 
ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
等
貧
腐
水
性
水
域
の
水
産
生
物
用
並
び
に
水
産
生
物
用
並
び
に
水
産
２
級
及
び
水
産
３
級
の
水
産
生
物
用

 

水
産
２
級
	 
	 
	 
サ
ケ
科
魚
類
及
び
ア
ユ
等
貧
腐
水
性
水
域
の
水
産
生
物
用
及
び
水
産
３
級
の
水
産
生
物
用

 

水
産
３
級
	 
	 
	 
コ
イ
、
フ
ナ
等
、
β
－
中
腐
水
生
水
域
の
水
産
生
物
用

 
工
業
用
水
１
級
	 
沈
殿
等
に
よ
る
通
常
の
浄
水
操
作
を
行
う
も
の

 

工
業
用
水
２
級
	 
薬
品
注
入
等
に
よ
る
高
度
の
浄
水
操
作
を
行
う
も
の

 
工
業
用
水
３
級
	 
特
殊
の
浄
水
操
作
を
行
う
も
の

 

環
境
保
全
	 
	 
	 
国
民
の
日
常
生
活
（
沿
岸
の
遊
歩
等
を
含
む
。
）
に
お
い
て
不
快
感
を
生
じ
な
い
限
度

 
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（

pH
）

 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
水
生
生
物
に
安
全
な
ｐ
Ｈ
は

6.
8～

8.
5
と
さ
れ
て
お
り
、

pH
が
７
の
と
き
に
中
性
、
７
を
超
え
る
と
ア
ル
カ
リ
性
、
７
未
満
で
は
酸
性

を
示
す
。

 

浮
遊
物
質
量
（

SS
）

 
一
般
的
に
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
水
質
の
悪
化
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
水
中
に
浮
遊
ま
た
は
懸
濁
し
て
い
る
直
径
２
㎜
以
下
の
粒

子
状
物
質
の
量
を
示
す
。

 

数
値
が
高
い
と
、
水
が
濁
り
外
観
が
悪
く
な
る
ほ
か
、
魚
類
の
え
ら
が
つ
ま
っ
て
死
ん
だ
り
、
水
中
植
物
へ
光
が
届
か
ず
発
育
を
妨
げ
る
。

 
溶
存
酸
素
（

D
O
）

 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
一
般
的
に
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
、
水
質
の
悪
化
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
水
中
に
溶
け
て
い
る
酸
素
の
量
を
示
す
。

 
数
値
が
低
い
と
、
水
の
浄
化
作
用
を
低
下
さ
せ
、
水
生
生
物
が
窒
息
死
す
る
。

 

一
般
的
に
、
魚
が
生
存
す
る
た
め
に
は

3m
g/
ℓ
以
上
が
必
要
で
、

2m
g/
ℓ
以
下
で
は
悪
臭
物
質
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
（

B
O

D
）

 
一
般
的
に
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
水
質
の
悪
化
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
水
中
の
有
機
物
が
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る

と
き
に
消
費
さ
れ
る
酸
素
の
量
を
示
す
。

 
数
値
が
高
い
と
、
溶
存
酸
素
（

D
O
）
が
欠
乏
し
や
す
く
な
り
、

10
m

g/
ℓ
以
上
で
悪
臭
の
発
生
等
が
み
ら
れ
る
。

 

 （
参
考
）
水
生
生
物
の
生
息
域
（
出
典
：
公
害
防
止
の
技
術
と
法
規
編
集
委
員
会
編
、
公
害
防
止
の
技
術
と
法
規
	 
水
質
編
）

 

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
m
g
/
L
）
	 

魚
水
	 

底
生
生
物
	 

備
考
	 

2
.
5
以
下
	 

イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
	 

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
カ
ジ
カ
	 

ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
	 

カ
ワ
ゲ
ラ
類
、
ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
類
	 

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
、
サ
ワ
ガ
ニ
	 

プ
ラ
ナ
リ
ア
	 

	 

2
.
5
～
5
	 

ウ
グ
イ
、
カ
マ
ツ
カ
	 

タ
ナ
ゴ
類
、
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
	 

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
	 

コ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
	 

コ
ガ
タ
ジ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
	 

ヒ
タ
ラ
ド
ロ
ム
シ
、
ハ
バ
ビ
ロ
ビ
ル
	 

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
、
ヌ
マ
エ
ビ
	 

	 

5
～
1
0
	 

フ
ナ
類
、
コ
イ
	 

タ
モ
ロ
コ
、
モ
ツ
ゴ
	 

オ
イ
カ
ワ
、
ド
ジ
ョ
ウ
	 

ミ
ズ
ム
シ
、
シ
マ
イ
シ
ビ
ル
	 

ヒ
メ
タ
ニ
シ
	 

弱
い
硫
化
水
素
臭
は
な
い
	 

1
0
以
上
	 

普
通
は
い
な
い
	 

イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
赤
色
ユ
ス
リ
カ
	 

ホ
シ
チ
ョ
ウ
バ
エ
、
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
	 

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
強
い
硫
化
水
素

臭
が
認
め
ら
れ
る
。
	 

さ
ら
に
水
が
汚
れ
る
と
、
目
で
見
え
る
生
物
は
い
な
く
な
る
。
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大
腸
菌
群
数

 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
大
腸
菌
及
び
大
腸
菌
と
性
質
が
似
て
い
る
細
菌
の
数
を
示
す
。
し
尿
汚
染
の
指
標
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

 

全
窒
素
（
Ｔ
－
Ｎ
）

 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
有
機
性
窒
素
化
合
物
お
よ
び
無
機
性
窒
素
化
合
物
に
含
有
さ
れ
る
窒
素
の
総
量
を
示
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚
濁
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
水
系
を
富
栄
養
化
さ
せ
、
赤
潮
の
原
因
と
な
る
た
め
、
富
栄
養
化
の
程
度
を
表
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
。

 
全
リ
ン
（
Ｔ
－
Ｐ
）

 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
リ
ン
化
合
物
全
体
の
総
量
を
示
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚
濁
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
水
系
を
富
栄
養
化
さ
せ
、
赤
潮
の
原
因
と

な
る
た
め
、
上
記
の
全
窒
素
と
同
様
、
富
栄
養
化
の
程
度
を
表
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
。

 

        

 

採
水
場
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夏休み大川自由研究室	 体験教室記録帳	 集約	 

質問①	 
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質問②	 
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守山市 記者提供 資料
平成 年７月 日

～地域に触れ、学び、楽しみ 最高の夏の思い出を～

恒例の『夏休み大川自由研究室』を開催！！

●趣旨・目的

美崎自治会、京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所、立命館守山中学・高

等学校、守山市で構成する「大川活用プロジェクト」では、市内北部を流れる準用河川大川を

舞台とし、河川の環境保全とまちづくり活動に平成 年度から取り組んでいます。

「夏休み大川自由研究室」は、子どもたちがびわ湖や大川で体験学習をする取組であり、収

穫体験やびわ湖、大川での乗船体験などで、地域の自然に触れ、親しみ、楽しく学び、様々な

人々と触れ合います。今回はブータンとミャンマーの方々を招いて異文化交流も行います。

●日 時 平成 年８月４日（火）午前８時 分から午後３時まで（受付は８時から開始）

●場 所 美崎自治会館（守山市木浜町 ）ほか

●主な内容とスケジュール

体験教室

昼食

竹細工遊びや魚の手づかみ体験

アジアの文化を学ぶ教室

（ ～ ）

（ ～ ）

（ ～ ）

（ ～ ）

川魚料理、夏野菜カレー、流しソーメンなど

・ブータンとミャンマーの踊り体験

・ミャンマーのお菓子の試食 など

子ども発表会 （ ～ ）

・びわ湖での漁業体験 （小学５・６年生）

・大川を屋形船で探検 （小学３・４年生）

・夏野菜の収穫体験 （小学１・２年生）

大川自由研究室　記者提供資料
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト４月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 27 年４月 28 日(火)	 19 時～21 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他 8 名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)立命館守山中学・高等学校	 八木氏	 

(4)守山市	 美崎公園	 中村指導員、	 

地域振興課	 坪内課長、井上係長、環境政策課	 木村課長、臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 伊藤自治会長あいさつ	 

	 	 ・前回に引き続き、ウッドデッキ整備に関する検討事項について意見交換したい。	 

・平成 27 年度の取組計画について確認したい。	 

	 

(2)	 ウッドデッキ整備に関する意見交換	 

○琵琶湖とつながる水路の浚渫について	 

	 	 	 	 ・25 年ほど前に草魚を放流したが、もし今も生息してれば、琵琶湖へ放たれてしま

うのではないか。	 

	 	 	 	 →（環境政策課・木村課長）５月 13 日に、県の学芸員の中村氏にお会いする機会

があるので、その場で確認する。	 

○周辺企業との連携について	 

	 	 	 	 	 ・湖岸振興会、ラフォーレ琵琶湖、ピエリ守山、シダックス、シルバー人材センタ

ー（菜の花やひまわりについて詳しい）との連携をとっていくべき	 

	 	 	 	 	 	 …デッキの詳細も含めたプロジェクトのビジョンを共有する場を設ける必要が	 

ある	 

→地域振興課できっかけ作りをする	 

	 	 	 ○イベントの知恵出しについて	 

	 	 	 	 ・ハマヒルガオ祭りと連携してはどうか	 

	 	 	 	 	 …花が咲かないため、ここ２年ほど開催できていない	 

	 	 	 	 ・おうみんちの朝市をデッキでやるのはどうか	 

	 	 	 	 	 …使用許可等の決まりの整備が必要になる	 

	 	 	 ○釣り利用の対策について	 

	 	 	 	 ・釣りは禁止すべきであるが、監視はどうするのか	 

	 	 	 	 	 …一般客が常にいる状況を作れば抑止力が生まれ、釣り人も禁止を破らないので

はないか	 

	 	 	 	 	 →・週 1 回ほど、イベントでデッキを使用していきたい	 

	 	 	 	 	 	 ・駐車場やお茶を飲める場所があれば、より人が集まる	 

	 	 	 	 	 	 ・県外からのバスツアーでのウォーキングなど、湖岸沿いを歩いている人が大

川の方も歩いてもらえる工夫が必要	 
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(3)	 平成 27 年度取り組み計画について	 

○水草除去、法面除草及び河畔林整備について	 

・何らかの形で子どもにも参加してもらってはどうか（除草や植樹など）	 

○夏休み大川自由研究室について	 

・本年度に新しく行うこと	 

	 →昨年参加してもらった子どもを集めて意見をもらう（７月ごろ）	 

	 	 子どもたちに観察ノートを描いてもらう	 

○新川河畔林整備検討のための先進事例調査について	 

・バスの予約は環境政策課で行う（日程が決まり次第、自治会から連絡をもらう）	 

	 

(4)次回検討事項	 

・次回の寄り合いは、５月 25 日(月)19 時から開催	 

・ウッドデッキの整備、夏休み大川自由研究室ついて意見交換する	 
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト５月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 27 年５月 25 日(月)	 19 時～21 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他 9 名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)立命館守山中学・高等学校	 八木氏	 

(4)守山市	 美崎公園	 中村指導員、	 

地域振興課	 坪内課長、高山主任、環境政策課	 臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 平成 27 年度の取組実績の確認	 

	 	 

(2)	 今後の取組内容とスケジュールについて	 

	 	 ○変更事項	 

・湖南市の竹薮実例調査…６月 27 日→延期（農繁期のため）	 

・ウッドデッキ活用ワークショップ･･･９月もしくは 10 月→11 月（選挙のため）	 

	 	 	 ・大川フォーラム･･･２月６日→１月 30 日	 

	 	 ○ウッドデッキ活用ワークショップについて	 

	 	 	 ・（地域振興課より）湖岸振興会にて、ラフォーレ琵琶湖と話したが、デッキの利活

用や駐車場の利用については前向きであった。周辺も含めた全体の構想についても

伝えた上で、今後について話を詰めたい。	 

	 	 

(3)	 その他	 

	 ○八木氏より	 

・サイテック部の卒業生が、立命館大学でボランティアサークルを作ったと聞いてお

り、大川プロジェクトのバックアップもしてくれるそうである。	 

	 	 	 ・ウッドデッキ活用ワークショップにも参加してもらってはどうか。	 

	 	 ○環境政策課より	 

	 	 	 ・琵琶湖へ繋がる水路の浚渫について、草魚の件を県に確認したが、浚渫には問題な

いという回答を得た。	 

	 	 	 

(4)次回検討事項	 

・次回の寄り合いは、６月 30 日(火)19 時から開催	 

・夏休み大川自由研究室について意見交換する	 
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト７月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 27 年７月 15 日(水)	 19 時～21 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他 9 名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)立命館守山中学・高等学校	 八木氏	 

(4)守山市	 美崎公園	 中村指導員、	 

地域振興課	 井上係長、環境政策課	 木村課長、臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 伊藤自治会長あいさつ	 

	 	 ・夏休み大川自由研究室について話し合いたい。	 

	 

	 (2)	 日程変更について確認	 

	 	 ・湖南市実例調査	 ７月 26 日	 →	 変更日は未定	 

	 	 ・デッキに関するワークショップ	 10 月 25 日	 →	 11 月 21 日（土）	 

	 

	 (3)	 夏休み大川自由研究室について	 

○受付での班分けについて	 

	 	 	 	 ・１・２年生、３・４年生、５・６年生の班分けとは別に、まとめのときは学年を

混ぜて３グループに分ける	 

	 	 	 	 →受付の際に名札を３色に分ける	 

○体験教室について	 

	 	 	 	 	 ・それぞれの班にカメラを１台ずつ渡して、子どもの目線から写真を撮ってもらう。	 

	 	 	 	 	 	 その際は大人が使い方等をフォローする。	 

	 	 	 	 	 ・市職員からも１班１人ずつ出す	 

○ミニ水族館について	 

	 	 	 	 ・在来種と外来種に分ける	 

○竹細工について	 

	 	 	 	 ・工作は怪我する可能性がある→遊び体験のみにする。	 

○異文化講座について	 

	 	 	 	 ・今年はミャンマーとブータンの方を招き、踊り体験やお菓子の試食を行う	 

○まとめ＆発表について	 

	 	 	 	 ・まとめる前に、撮影した写真の上映会をする	 

	 	 	 	 ・下敷き代わりにクリアファイルを用紙と一緒に配布する	 

	 	 	 	 ・まとめ方はまず各自で、	 

①印象に残ったことを３つ、②友達に教えてあげたい良いところ	 

	 	 	 	 	 を記入し、グループごとに模造紙にまとめる。	 

	 	 	 	 →次回寄り合いまでに用紙の案を作成する（環境政策課）	 

	 

(4)次回検討事項	 

・次回の寄り合いは、７月 28 日(火)19 時から開催	 

・引き続き夏休み大川自由研究室について意見交換する	 
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト７月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 27 年７月 28 日(火)	 19 時～21 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他 12 名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)立命館守山中学・高等学校	 八木氏	 

(4)守山市	 地域振興課	 井上係長、環境政策課	 木村課長、臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 伊藤自治会長あいさつ	 

	 	 ・翌週に迫っている夏休み大川自由研究室について、内容を詰めたい。	 

	 	 

(2)	 夏休み大川自由研究室について	 

○参加人数について	 

	 	 	 ・現在、61 名の申込みがある（昨年よりは少し少ない）	 

○活動内容説明ついて	 

	 	 	 ・資料を配布すると、体験学習中に邪魔になるので、模造紙等で説明する	 

	 	 	 	 →自治会から市に説明資料のデータを送ってもらい、環境政策課で作成する	 

○体験教室について	 

	 	 	 	 ・漁業体験および大川探検は、どちらも約 20 名の子ども＋保護者が参加	 

	 	 	 	 	 →ライフジャケット 60 着の準備（地域振興課）	 

○ミニ水槽について	 

	 	 	 ・漁業体験で獲った魚を入れる	 

○缶バッチについて	 

	 	 	 ・６案から１つを採用（背景：大川の写真、文字：赤）	 

	 	 →当日までに 100 個を作成（環境政策課）	 

○まとめ用紙について（案からの変更）	 

・印象に残ったこと、友達に教えたい良いところは 1 番目から 3 番目までを書いても

らう	 

	 	 	 ・最後に「美崎の未来（あなたの夢）」を書いてもらう	 

	 	 ○マスコミへの情報提供について	 

	 	 	 ・環境政策課で行う（7 月 31 日）	 

	 	 ○その他、全体を通して当日の役割の確認	 
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト 11 月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 27 年 11 月 24 日(火)	 19 時～21 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他８名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)県立大学環境科学部環境建築デザイン学科	 廣瀬さん、辻さん	 

	 (4)小林建設	 北川氏、金森氏	 

(5)守山市	 地域振興課	 井上係長、道路河川課	 中嶋技師、環境政策課	 臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 ウッドデッキの施工について（道路河川課	 中嶋技師）	 

	 	 ・施工業者の紹介（小林建設）	 

・施工内容の再確認	 

	 	 ※工期の詳細はまだ確定していないため、決まり次第連絡する	 

	 	 	 

(2)	 新川を含むオープンミュージアムゾーンの整備について	 

○大川と同様に、今後の方向性や具体的なイメージについて、まずは地元の人たちの思

いや意見を出す必要がある	 

	 ・大川に比べて、新川には思い入れがある人が少ない	 

→まず現地を改めて見てみる。そうすれば何らかのイメージや思いは出てくる。	 

・オープンミュージアムゾーンだけを切り取って考えるのではなく、大川ゾーンも含

めた美崎全体の中でのオープンミュージアムゾーンについて考える。	 

	 	 ○県立大学建築デザイン学科の関り方について	 

	 	 	 ・美崎の地域そのものに関すること、当プロジェクトのこれまでの経緯、オープンミ

ュージアムゾーンに対する地元の人たちの思い等を知った上で、提案や意見交換を

する。	 

	 	 	 	 →まずはそれを知るために、資料の精読や現地の視察、寄合等の活動へ参加	 

	 	 ○1 月の大川フォーラムでは、大川ゾーンの総括だけでなく、オープンミュージアムゾ

ーンの整備についても言及する。	 

	 

	 (3)	 11 月 21 日に開催したワークショップについて	 

	 	 ○第 2 回を開催し、今回出た意見をさらに深めていく	 

	 

	 (4)	 今後の予定について確認	 

	 	 ・12 月 10 日	 午後７時	 寄合（大川フォーラムについて）	 

	 	 ・１月 11 日	 午後 1 時	 湖南市の竹薮視察	 

	 	 ・１月 23 日	 午後	 	 ウッドデッキ活用の第２回ワークショップ	 

終了後	 寄合（大川フォーラムについて）	 

	 	 ・１月 30 日	 午後	 	 大川フォーラム	 
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト 12 月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 27 年 12 月 10 日(木)	 19 時～21 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他８名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)県立大学環境科学部環境建築デザイン学科	 永井氏、他学生８名	 

	 (4)守山市	 地域振興課	 高山主任、環境政策課	 木村課長、臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 新川を含むオープンミュージアムゾーンの整備について	 

○周辺視察（12 月 1 日実施）について、建築デザイン学科学生の感想	 

	 	 	 ・美崎が持つ、農業風景や自然等のポテンシャルを活かすデザインの提案をしたい。	 

	 	 	 ・竹林が整備されていないことがやはり気になる。	 

	 	 	 ・周辺の商業施設等と美崎を結び付けられるような方法を考えたい。	 

	 	 	 ・地元の人たちと一緒に「この地域をどうしたいのか」を考えていきたい。	 

	 	 ○地元民としての想い	 

	 	 	 ・これまで関わりが少なかったので、「ここを残したい」といった想いはあまり無い

が、後世に誇りを持って受け継げるようにはしたい。	 

	 	 ○市からの留意点	 

	 	 	 ・美崎公園は、都市公園として市が管理しており、その敷地を整備するにあたっては

「環境学習」、「観光」という観点が必要。	 

	 	 ○その他意見等	 

	 	 	 ・美崎公園で行われている行事が地元にはあまり知られていない。市からの留意点も

含め、美崎公園に地元がどのように関っていくかが課題である。	 

	 	 	 ・ここに住む人には、「見返りを求めずに、自然に助け合える」という地域性がある。	 

	 	 	 ・守山には「四季を通して行ってみたい、歩いてみたい」と思える場所は意外と少な

い。美崎ならその場所になり得るはず。	 

	 	 	 ・従来は「ビニルハウスは農業景観を崩す」という考え方があるが、美崎はそれを覆

せるかもしれない。単なる「ショーケース」ではなく、「生きた農業景観」を創れ

るのではないか。	 

	 

	 (2)	 デザイン学科の演習課題について	 

○永井氏より説明	 	 	 

大川周辺地域の詳細な調査・研究を行い、この場所にしかない唯一のオープンミュー

ジアムを考え、グランドデザインのシナリオを提案する	 

	 	 ○伊藤自治会長より	 

	 	 	 ・「オープンミュージアム」という言葉を使っている経緯は、	 

①地球市民の森や大川、新川、美崎公園、田畑など、多様な環境を活かしたい	 

②この地域は人口が増加しており、子供たちが育つ場として活かしたい	 

	 	 	 	 という想いがあるからである。	 

	 	 	 ・考えたことがすぐに形にはならないかもしれないが、若い人のアイディアは、様々

な人を動かす力になるはず。	 

○大学の主催で 2 月に行う発表会の候補日の決定・・・15、16、22、23 日	 
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(3)	 大川フォーラムの内容確認	 

	 	 ・これまでの活動の総括	 

	 	 	 ・ウッドデッキについて（ワークショップの内容含む）	 

	 	 	 ・オープンミュージアムゾーンの整備について	 

	 	 	 ・県立大学からの発表	 

	 	 	 ・その他、立命館守山高校からの発表	 等	 

	 

	 (4)	 今後の予定について確認	 

	 	 ・12 月 28 日	 午前 11 時	 伊藤自治会長、安藤氏、市の３者で打合せ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （ワークショップおよび大川フォーラムについて）	 

	 	 ※場所：市役所	 

・１月 11 日	 午後 1 時	 湖南市の竹薮視察	 

	 午後５時	 	 	 寄合	 	 	 

・１月 23 日	 午後	 	 ウッドデッキ活用の第２回ワークショップ	 

終了後	 寄合（大川フォーラムについて）	 

	 	 ・１月 30 日	 午後	 	 大川フォーラム	 
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	 (3)	 今後の予定の確認	 

	 	 ・１月 23 日	 13:30～16:00	 ウッドデッキ活用の第２回ワークショップ	 

終了後	 	 	 	 寄合（大川フォーラムについて）	 

	 	 ・１月 30 日	 13:30～16:00	 大川フォーラム（終了後に交流会）	 

【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト１月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 28 年１月 11 日(木)	 16 時～18 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他８名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

	 (3)守山市	 地域振興課	 坪内課長、高山主任、環境政策課	 臼井	 

４	 会議概要	 

	 (1)	 第 2 回デッキワークショップについて	 

○第 1 回で出た意見の確認	 

○イベントを検討するにあたって	 

	 	 	 ・デッキの工事の様子がまだ見えない中で、イベントのことを先行して検討するのは

難しいのではないか。	 

	 	 	 	 →現時点では様子は見えないが、今後、まずは土嚢で工事区画内を囲って水を干あ

げさせる。その後、ある程度組み立てた資材を運び入れ、デッキを作る。	 

	 	 	 ・デッキの周辺の観客が集まれる場所の確保はどうするのか。	 

	 	 	 	 →案：①湖岸道路側の川岸にデッキを足し、湖岸道路との間のスペースを広げる	 

	 	 	 	 	 	 	 ②デッキ南側の川岸にある土地を利用する	 

	 	 	 	 	 ＊300 人分くらいのスペースは確保したい。	 

	 ・観客席の確保ができていない中でも、イベントの議論をすべきなのか。	 

	 	 	 	 →どんなイベントをするのか、そのために何が必要なのかを先に具体的に詰めてい

くことが大事。それをワークショップの場で行えばよい。デッキの工程は来年に

もあるので、今からでも遅くはない。	 

	 	 ○第２回へ向けた準備	 

	 	 	 ・デッキの大きさや、周辺の状況が分かる図面を、資料として参加者へ配布する。	 

	 	 	 ・第 1 回で出た意見の集計をする。	 

	 	 	 	 ①市作成の一覧表に「テーマ」の欄を設け、意見をテーマごとにグルーピングする	 

	 	 	 	 	 	 テーマの種類：デッキを活かす魅力的なイベントの提案	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 デッキを利活用するうえでの条件や課題	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 北部地域の資源とデッキのコラボ策	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 デッキの維持管理	 

	 	 	 	 ②そのテーマごとに人を振り分け議論する。	 

	 

	 (2)	 大川フォーラムについて	 

○今回はパネルディスカッションではなく、「提言」とし、一人５分程度で意見等を述

べてもらい、最後に市長に総括していただく。	 

	 	 ○デッキワークショップの報告は市から行う。	 

○報告Ⅱ部での市からの報告の内容案	 

	 	 	 ・水質改善（導水）の進捗状況の報告	 

	 	 	 ・まるごと活性化プランと大川プロジェクト（デッキの設置等）との関係の説明	 

	 	 ○フォーラムのあとに交流会を実施する。	 
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【件名】	 平成 27 年度大川活用プロジェクト１月定例会議『美崎寄り合い』	 

	 

	 

１	 日	 時	 平成 28 年１月 23 日(土)	 16 時～17 時	 

２	 場	 所	 美崎自治会会館	 

３	 参加者	 	 

(1) 美崎自治会	 伊藤自治会長他８名	 
	 (2)京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所	 安藤氏	 

(3)県立大学環境科学部環境建築デザイン学科	 永井氏、他学生８名	 

	 (4)守山市	 地域振興課	 坪内課長、井上係長、高山主任、環境政策課	 臼井主事	 

４	 会議概要	 

	 大川フォーラムについて	 

(1)	 テーマ：「大川活用プロジェクト・第２ステージの展開」とする	 

	 

(2)	 報告	 

	 ○美崎自治会	 

・夏休み自由研究室の報告を主に、それに加えて、他の取組の報告をすることとする	 

・自由研究室参加の子ども代表については、２人に依頼している	 

	 	 ○立命館守山高校サイテック部	 

	 	 	 ・水質プランクトンや底泥の研究を報告してもらう	 

	 	 	 ・サイテック部へは依頼済み	 

	 	 ○守山市（親水デッキワークショップ）	 

	 	 	 ・報告内容は、各クループの発表のテープ起こしを参考にすると良い	 

	 	 	 ・安藤先生にもコメントをしてもらう	 

○県立大学建築デザイン学科	 

	 	 	 ・テーマを「美崎オープンミュージアムのコンセプトデザイン」に変更する	 

	 	 ○時間配分	 

	 	 	 美崎自治会：10 分、立命館高校：15 分、守山市(まる活)：５分、	 

	 	 	 守山市(親水デッキ)：５分、県立大学：30 分	 

	 	 

(3)	 提言	 

	 	 ○テーマを「大川・新川、そして湖辺地域のこれからの魅力化への提言」に変更する	 

	 	 ○提言者の確認	 

	 	 	 立命館大学：濱野氏、立命館守山高校：八木先生、地域活動分野代表：葭本氏	 

	 	 	 美崎公園：中村先生、商工会議所：松永専務理事	 

（追加）県立大学建築デザイン学科学生	 

	 	 

(4)	 資料準備について	 

	 	 ○26 日までに地域振興課から安藤先生へデータを送付する	 

	 	 	 

５	 今後の予定の確認	 

	 	 ・１月 26 日	 10:00～	 県立大学のプレ発表会	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 場所：県立大学Ｂ-０会議室	 

・１月 30 日	 13:30～16:00	 大川フォーラム（終了後に交流会）	 
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第５回	 大川フォーラム	 開催要領 
 
１．開催日時	 	 	 平成 28年１月 30日（土曜日）13時 30分から 16時まで 
２．開催場所	 	 	 美崎自治会館 
３．開催内容 
	 １）テーマと主旨  
	 	 	 テーマ：「大川活用プロジェクト・第２ステージへの展開を探る」 
	 	 開催主旨：平成 27年度の取組報告をしますとともに、平成 23年度から始まった大川 

活用プロジェクトの取組を総括しつつ、新たな展開を図る上での課題を踏 
まえて今後の展開を考えます。 

	 ２）内容とスケジュール  
13：30	 	 開会 
13：40	 	 第１部	 平成 27年度の各種活動報告 

① 「美崎自治会の取り組み」	 	  
・美崎自治会の取り組み、活動報告 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 報告：美崎自治会 
・夏休み自由研究室」 

報告：美崎自治会大川自然博物館研究会 
夏休み大川自由研究室参加の子ども代表 

② 「立命館守山高等学校サイテック部の取り組み」 
報告：立命館守山高等学校サイテック部 

③ 守山まるごと活性化の取り組み」 
	 	 	 	 	 	 	 	 報告：守山市 

	 	 	 	 	 第２部	 今後の展開に向けた各種報告 

① 大川親水デッキのワークショップ結果報告」 
	 	 	 	 	 	 	 	 報告：守山市 

② 「美崎オープンミュージアムのコンセプトデザイン」 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 報告：滋賀県立大学環境科学部環境建築デザイン学科 
14：45	 	 休憩 
15：00	 	 第３部「大川・新川、そして、湖辺地域の魅力化に向けての提言」 

提	 	 言	 	 者	 ：立命館大学 
教育・研究分野代表 
地域活動分野代表 
地域産業分野代表 
参加者代表 

コメンテーター	 ：宮本和宏 守山市長 
コーディネーター：安藤和雄 准教授 

（京都大学生存基盤科学研究ユニット東南アジア研究所） 
16:00	 	 閉会 

◎参加交流会（16時 20分から 17時 30分） 
	 美崎自治会館和室にて	 	 参加費：500円 
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美崎自治会、京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所、立命館守山中学校・高

等学校、市で構成する大川活用プロジェクトでは、市内北部を流れる準用河川大川を舞台とし、

河川の環境保全とまちづくり活動に取り組んでいます。このフォーラムでは、昨年８月に開催し

た「夏休み大川自由研究室」の成果など平成 年度の取り組みを報告するとともに、これまでの

取り組みを総括し、参加者とともにこれからの展開を探ります。ぜひご参加下さい。

平成 年１月 日（土） 美崎自治会館（守山市今浜町 ）

受付開始（ ～）

開会（ ）

＜第Ⅰ部＞

① 夏休み大川自由研究室と植樹活動

② 立命館守山高等学校サイテック部の取組

③ 守山まるごと活性化の取組

＜第Ⅱ部＞

① 大川親水デッキのワークショップ結果報告 守山市

② 美崎オープンミュージアムのコンセプトデザイン

滋賀県立大学環境科学部環境建築デザイン学科

テーマ：「大川・新川、そして湖辺地域のこれからの魅力化にむけての提言」

様々な分野の方から、上記テーマについての提言をいただきます。

●提言者

・学生などの若者や教育分野の従事者

・地域活動の実践者

・大川フォーラム参加者 など

●コメンテーター

宮本 和宏（守山市長）

●コーディネーター

安藤和雄（京都大学生存基盤科学研究ユニット・

東南アジア研究所 准教授）

問い合わせ 守山市地域振興課 電話：５８２－１１６５

と き ところ

～大川活用プロジェクト・第２ステージへの展開を探る～

 
テーマ 

：主催 大川活用プロジェクト

 

報告（ ： ～）

提言（ ： ～）



編集後記
　この編集後記をバンコクから関空に向かうタイ航空の機内で書き始めました。3月 4日から 15日にかけてブータ
ンに滞在していました。大川フォーラムにも講師や学生が参加させてもらっているブータン王立大学シェラブッチェ・
カレッジとの学生交流と共同研究の打ち合わせとフィールド・ワークを行いました。ブータンが世界の注目を集めて
いるのは、国の開発哲学として大乗密教哲学を背景に GNH（国民総幸福量）という理念を全面的に打ち出しているか
らです。日本では人々は経済が人間生活のすべてであるかのような錯覚をもってしまっています。経済抜きには人間
生活はたちゆかないのも事実ですが、ブータンではあえて、人間性の価値を共有することを国是としているのです。
私が通うシェラブッチェ・カレッジは東ブータンのタシガン県にあります。パロ国際空港から車で一泊二日あるいは
二泊三日かかります。途中富士山の頂上ほどの峠を４つほど越えていきます。畑も田も家も山の斜面や尾根に拓かれ
ています。農村景観は棚田と傾斜畑で延々とつづくのです。東ブータンでは過疎や耕作放棄畑の問題がこの 10年間
くらいで顕著になりつつあります。東ブータンの田舎は大きな曲がり角にあるのが現実です。京都の中山間で過疎と
離農の日本の現実を学んでもらった後で、シェラブッチェ・カレッジの講師や学生に、美崎の住民の皆さんが農業、
漁業を基盤としてつくってきた景観やそれを維持、発展させていこうという姿勢を学ばせてもらっています。それは
まさに経済ではなく、環境、文化、伝統との調和をキーワードとするブータンの GNHの理念による具体的な地域開
発事業の事例となっているのです。美崎の住民の皆さん、大川活動プロジェクトの関係者の皆さんには、このことを
ぜひ頭の片隅においておいていただきたいのです。
　平成 27年度は大川活動プロジェクトにとっても大きな展開があった年となりました。大川ではデッキ建設がはじ
まり、新川の開発のあり方を考える取り組も滋賀県立大学環境科学部環境建築デザイン学科の学生の皆さんが大川活
用プロジェクトに新しく参加しました。守山まるごと活性化での役割もより明確となっています。大川活用プロジェ
クトの活動目標の一つの柱である美崎地域全体を対象とするオープンミュージアム構想が具体的に形を表しつつある
ということになります。まさに、大川フォーラムのテーマである「第２ステージの展開を探る」年度ともなったのです。
平成 27年度活動報告書を手にとっていただければ、内容の多様さが一目瞭然であり、今後の活動のしっかりとした
手応えをこの報告書が与えてくれています。
　毎年の繰り返しですが、その年度の活動を整理し記録に残しておくことが、大川活用プロジェクトを粘り強く発展
させる地道な計画づくりと、実践活動にとって大変重要となります。平成 27年度大川活用プロジェクト活動報告書
の出版により、未来にまた一歩踏み出せる喜びを皆さんとともに味わいたいです。大川フォーラムでの発表者、原稿
を寄せていただいた執筆者の皆さん、編集に全面的に協力していただいたレカポラ編集舎の小野寺佑紀さんに大変感
謝いたします。平成 27年度活動報告書を手にとられた皆様、是非、大川活用プロジェクトに対し今後とも関心を抱
いていただき、ご協力を賜りますようよろしくお願い致します。
　私を大川プロジェクトに導き、美崎の皆さんをはじめ関係者の皆さんとの縁をつくっていただき、大川活用プロジェ
クトの当初からの関係者の一人であり、一昨年度の大川フォーラムではお話をしていだいた京都大学ならびに滋賀県
立大学の名誉教授高谷好一先生が、3月 11 日、フィールドワークで訪れられていたインドのチャンディガルのホテ
ルでご逝去されました。先生は洲本町のご出身で、現在も住民です。その縁もあり、大川活用プロジェクト、美崎地
区の住民主体の活発な活動と発展を大変喜んでおられました。先生にはこれからも貴重なアドバイスを期待し、親し
みのある飄々とした語り口の高谷節で、ぜひ、また機会をつくって大川プロジェクトでも話をうかがえればと思って
いました。訃報は本当に残念であり、悲しいことです。これまでの先生の大川活用プロジェクトへのご指導に、関係
者とともに感謝の気持ちをここに記し、先生のご冥福をお祈り申し上げます。合掌。

安藤和雄（2016 年 3月 17日）
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